





もちろん、 この年月の問には、 さまざまな出来事があった。積 もる
思 い出は数え切れないし、それについて書けば際限もない。けれ ども、
別れの言葉は短い方が効果的である。Girls,beambitious!と でも言い捨
てて姿 を消すのが、何 となく格好 よさそうに思われる。一方、編集者
の希望では、 もう少 し長いものを、三十三年来のうらみつ らみ を書い
て欲 しい、 ということらしい。だが、 うらみ ・つ らみを巧みに表現す
るには特別 な才能が必要である。その才能に欠ける人間には、せ いぜ
いいやみ ぐらいしか書 けないだろうし、 もはや恩讐の彼方に去るべ き
立場で もあ るか ら、それは諦めて貰い、心に浮かぶよしなしごとの幾
つかを、勝手気ままに書 き綴って、責めを果たすことに しよう。 とめ
どない点はお許 し願いたい。
新座 のキ ャンパスを初めて訪れたのは、今から三十五年前、昭和 四
十一年の春だったと記憶する。同年開設の英文学科の要員として、文
部省の資格審査 に合格 した、その後の相談のためである。ある筋か ら
の推薦 を受けてのことだったが、当時住んでいた上福岡から近い こと
も好都合だった。ただ し、その頃は武蔵野線は存在せず、学バスは志
木駅 まで通 っていたが、授業時間に合わせた分だけで、一 日十往復前
後 だったか と思 う。道路の舗装 も不完全で、雨の時は泥沼のようにな
った。校舎 も、現在の本館 さえ未完成で、四階 まで しかな く、食堂は
二教室分ほどの広さで、メニュー も何種類だったか、ごく少なかった。
どの場合 もそ うだろうが、草分けの苦労は、やがて正史の陰に埋 もれ、






初期の学生 には、跡見高校の出身者がかな り多 く、学生の中核 にな
っていた。何人かが教室の最前列に陣取 り、教師が入って行 くと、有
名な 「ごきげんよう」 という挨拶で迎えて くれたものである。 この習
慣に対 して、旧来の陋習だと批判する声 もある。ただ、世界のどこで
も、組織的な授業が行われる限 り、使 われる言葉や表現 は別 として、
始業時と終業時の挨拶 は欠かせないはずだ。挨拶が欠け ることは、取
りも直さず授業の崩壊 に通ず る。教師 と学生の精神的交流が、最初か
ら拒否されるのだから。いずれにせ よ、開学時のこの習慣はみごとに
消滅 し、授業時間のけじめ もつかぬ状態が生 じかねないのは残念であ
る。
誤解のないようにつけ加 えるが、学生諸姉 を一方的に非難するつ も
りはない。制度的な欠陥、 カリキュラムの不備、教師の不勉強 と無責
任、社会の風潮など、い くらでも他の理由をあげることがで きる。た
だ、 どのような理由があろうとも、強 く感 じられるのは、もはや昔の
ような学校の雰囲気、学生たちの学問への憧憬、仲間意識 とか愛校心
を期待で きそ うもない、 ということだ。世の中が変わった、又 は学校
の社会的機能が移った、 と言 えよう。ただちに結論は出せないが、一
般 的な解決策 として、学校制度 とい う枠組みの拡大又 は柔軟化、いわ
ゆるユニヴァーサル化又 はボー ダーレス化が必要 と思われる。具体的
には、希望者にはすべて学生の資格 を与え、ITを 最大限に活用 して、
物理的 ・心理的拘束感 を減少させ、各人にそれなりの充実感を持たせ
ることである。補足的に言えば、インターネッ トの使用 などにより、
学生が自由に時間や場所を選択 して授業が受け られるように し、就学
年限や年齢 も特に定めぬ ようにすることである。それには、当然 なが
ら、従来の意味での 「大学」 とか 「学生」 とは異 なる社会的存在を、
公的に認知する必要がある。それが、二十一世紀の大問題と思われる。
話が少 し固 くなって来た。方向転換を計ろう。
三十年前の新座キャンパスは、名物の桜並木 もまだ幼な く、 グラウ
ン ドの芝生 もまばらな感 じだった。当時の印象 に残 るものの一つは、
キャンパス内のあちこちで見かけたムク ドリの姿である。やや臆病で、
間抜 けだとされるこの小鳥は、夕暮れになると大群 をな し、やか まし
くさえず り立てる習癖がある。だが、全体的には灰褐色で、別名白頭
翁、英名starlingさ なが らの、小 さな白い星模様のある顔 をしたその姿
2
は、何 とな く愛嬌があ り、興味をそそった。そ して、冬 になるとグラ





人の世の移 り変わ りと同様に、鳥の世界の変遷 も無視 しがたい。ムク
ドリか らカラスへ、 というのが新座の歴史、さらに強引に言えば、 日
本の歴史の一面を象徴するかもしれない。
とい うわけで、 これからカラスを主題に取 りあげる。カラスのこと
な ら、童謡 の 『七つの子』で示 されるように、子供の頃からおな じみ
で、いろいろ書 くことがある。
言 うまで もな く、 カラスは人間社会 と最 も接触の多い鳥の一つであ
る。都会でも田舎でも、その姿 を見ず、その声 を聞かぬ 日はない。 こ
の鳥の仲間は全世界に分布 しているが、地域によって、種類が多少異
なる。たとえば、有名な作家 フランッ ・カフカの姓は、Kafkaと 綴るが、
これはチェコ語のkavka、 すなわちカラスの一種 「コクマルガラス」に
由来する。 この種は、英語のjackdaw、 ドイツ語のDohleに 当たるもの
で、ヨーロッパに生息する。そ こで、日本人の観光客の多いウィー ン
のベルヴェデー レ宮の庭などで よく見かけるが、 日本では見 られない。
この小型のカラス ・カフカは、胴体に大 きな灰色の部分があ り、遠 く
か ら見 るとまるでハ トのようで、一般のカラス とは異なる印象を与え、
その名は 「お人好 し」のような意味で使 われることさえある。(実 は、
これらに関 して、二、三年前 に小 さなエ ッセイを書いたことがある。
「カフカとカラス」『言語』1998年8月 号 大修館書店 参照。なお、
日本のあるカフカ研究者が、「カフカ、すなわちカラス とい う名前か ら
して不気味である」 とい う意味の解説をどこかで書いていたが、これ
はいわばカラスの勘違いであろう)
日本 にいるのは、ハ シブ トガラスとハ シボソガラスの二種類だそ う
で、新座の カラスは前者である。銀座 のカラスもおそ らく同類 に違い
ない。






した りする大型のカラスを指すが、 この形は古英語hr謝n起 源である。
しか し、さらにさかのぼれば、両語 ともラテン語のcorvusと 関連 し、
サ ンスクリット語のkaravasに 結びつ く。(最 終的には原イン ドヨーロ
ッパ語の*ker一にまでた どり着 く、 と推定されている)karavasは 日本語
のカラスとよ く似た形だが 「kaと鳴 くもの」 と解釈されるので、カッ
コウの場合 と同じく、擬音的な命名 と言 える。この語の基本的子音構
成は、ラテン語の場合 と同じくK(=C)-RVで 、それをそのまま保存 して
いるのが現在のcrow(w=v)で あり、語頭の子音が欠けてNが 加わったも
の、すなわちRV-Nの 形になったのがravenで ある。(古英語の語頭子音
hが 欠けた例 として、 よく引用 されるのはhlaf→loaf「 パ ンの塊」であ
る。 なお、英語の形容詞corvine、 現在の ドイツ語のKrahe、 および
Rabe参 照)
周知のように、カラスの鳴き声は一般的に 「カア、カア」 とされる。
国際的にそ うなのだが、時には違う聞 き取 り方もあるらしい。たとえ
ばチェコの作家カレル ・チャペ ックは、童話の中で、カラスの鳴 き声
を 「クラール、クラール(王 様)」 と描写 している。 日本で も、夏目漱
石は、ある小 品の中で、京都のカラスは 「キャケェ ・クウ」 と曲折 し
た鳴 き方をする、 と書 いている。カラスにも方言がある、 と江戸 っ子
の漱石 は考 えたのだろうか。残念なが ら、新座のカラスの方言的特徴




でのことだが、E.T.シ ー トンの動物記でも観察 されているように、カラ
スの組織 的行動能力は、鳥類 の中では群を抜 く。その他、 日本神話で
神武天皇の御東征 の際に道案内役 をつとめたヤタガラス(入 咫烏)の
話の ように、カラスの頭のよさには定評がある。現 に、ある雑誌の最
近号には、カラスについての専門的な記事があ り、その脳の重さはニ
ワ トリの脳の三倍 もあって、人や物 を見分ける能力、す なわち認知能
力や学習能力 も非常に高いことが述べ られている。 しか し、別の面 も
4
よく取 り上げ られ、愚かさの例 として 「ウ(鵜)の 真似 をするカラス」
と言った り、物忘れのひ どいことをカラスにたとえた りするか ら、頭
の悪いカラス もいるのだろう。
カラスの倫理性については、「カラスに反哺の孝あ り」 とかで、高 く
評価する場合もあれば、「盗癖あ り」「口汚い」 とする意見 もある。「タ
カ派、ハ ト派」 とい う鳥類学的分類が、人類にも一般的 に通用 してい
るか ら、 「カラス派」が存在 して も不思議ではないが、「あの人はカラ
ス派だ」 という隠喩的表現は、いかに解釈すべ きか人を惑わせる点で
効果的である。
カラスについては、実に多 くの諺があるが羽根 の色 に関す るものが
目立つ。英語の例を二つ挙げてお く。
Thecrowthinksherownbirdswhitest(又 はfairest).「カラスは自分
の子が一番白い(又 は美 しい)と 考える」
Acrowisneverthewhiterforwashingherselfoften.「 カラスは何回
体を洗 っても、 もっと白くはならない」
それで思い出すのは、小学生の頃、家でおぼえた 「藤村 カルタ」 と
い う変った カルタの中の文句である。このカルタは、作家の島崎藤村
が多少教訓的な目的で作った ものだということで、「イロハカルタ」の
一種だが、いわゆる 「犬棒カルタ」 とは異 なる文句が所 々に選ばれて
いた。たとえば 「⑤ 論よ り証拠」の代 りに 「⑤ 櫓 は深い水 棹 は浅
い水」 とか、「㊧ 竹のことは竹に習え」 というような臨機応変を説 く
言葉が多かった。それ らの中に、「⑤ か しこいカラスは黒 く化粧する」
というのがあったのだ。この読みの、 力行の頭韻を重ねた響 きは、子
供心 にも深 く刻みつけられた。それに取 り札の絵 は、た しか岡本一平
の筆で、㊧ の札一面 に大 きく描かれた化粧中の黒いカラスの姿が、今
で も目に浮かぶ。
目に浮かぶのは、もちろんカラスだけではない。就任以来今 日まで、
このキャンパスで出会い、共 に学 び共 に苦労 した多 くの学生や同僚の
面影 も、忘れ得 ないものである。そ して現在、学内を横行する、黒 く
化粧 したか しこい(あ るいはか しこくない)カ ラスの群に接 して、三
十年前の、お どお どとつつましく並木の陰を小走 りしていた、あのム
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ク ドリたちを懐か しく思 うのは、「追憶は美化 される」 という人間性の
一般法則に毒 された者の感傷だろうか。
ともあれ、三十年前には予想 もできなかった、この新座 キャンパス
の新館七階の高みか ら、遠 く煙 る新宿副都心 の超高層 ビル街 を望み、
間もな く開設予定の新学部棟の建設工事 を目のあた りにして、跡見学
園女子大学が大 き く発展 したこと、 しつつあることを実感 し、さらな
る躍進を願 うこと切なるものがある。
最後になったが、在任中お世話 になった皆さんに、心か ら感謝 しな
がら筆を擱 く。
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